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とおくとき、(a)
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Bn を求めよ。余裕があれば、(a), (b) の結果を証明せよ。

(2) A と B を任意の集合とするとき、A ∩B = ∅ ⇔ A ⊂ Bc が成り立つことを証明せよ。

(後から) 実は (1) で Bn の定義は最後にとっさに変更して、B1 = [0, 0] となってしまうのを
見落としていた。変ですね。多くの学生は {0} と解釈してくれて、問題として成立したけれど、
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のようにすべきだった。


